
 

 

  

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもが しるべき コリントびとへのてがみだいに 

Ⅱコリント 2:5～11 もしある人
ひと

が悲
かな

しみのもとになったとすれば、その人
ひと

は、 私
わたし

を悲
かな

しませたというより

も、ある程度
て い ど

――というのは言
い

い過
す

ぎにならないためですが――あなたがた全部
ぜ ん ぶ

を悲
かな

しませたのです。その人
ひと

に

とっては、すでに多数
た す う

の人
ひと

から受
う

けたあの処罰
しょばつ

で十分
じゅうぶん

ですから、あなたがたは、むしろ、その人
ひと

を赦
ゆる

し、 慰
なぐさ

め

てあげなさい。そうしないと、その人
ひと

はあまりにも深
ふか

い悲
かな

しみに押
お

しつぶされてしまうかもしれません。そこで

私
わたし

は、その人
ひと

に対
たい

する愛
あい

を確認
かくにん

することを、あなたがたに勧
すす

めます。 私
わたし

が手紙
て が み

を書
か

いたのは、あなたがたがす

べてのことにおいて 従 順
じゅうじゅん

であるかどうかをためすためであったのです。もしあなたがたが人
ひと

を赦
ゆる

すなら、 私
わたし

も

その人
ひと

を赦
ゆる

します。 私
わたし

が何
なに

かを赦
ゆる

したのなら、 私
わたし

の赦
ゆる

したことは、あなたがたのために、キリストの御前
み ま え

で赦
ゆる

したのです。これは、 私
わたし

たちがサタンに 欺
あざむ

かれないためです。 私
わたし

たちはサタンの策略
さくりゃく

を知
し

らないわけではあ

りません。 

 

1.伝道者
でんどうしゃ

のために祈
いの

る理由
り ゆ う

があります（Ⅱコリント 1:1～11） 

1）福音
ふくいん

を知
し

る者
もの

の祈
いの

りであるためです（Ⅱコリント 1:1～2） 

2）苦難
く な ん

を受
う

けた伝道者
でんどうしゃ

が神様
かみさま

を頼
たよ

りにするようにするためです（Ⅱコリント 1:8～9） 

3）祈
いの

りには力
ちから

があるためです（Ⅱコリント 1:11） 

 

2. 誤
あやま

った者
もの

を赦
ゆる

す理由
り ゆ う

があります 

1）すでに多
おお

くの非難
ひ な ん

を受
う

けたからです（Ⅱコリント 2:6） 

2）深
ふか

い悲
かな

しみに押
お

しつぶされないようするためです（Ⅱコリント 2:7） 

3）サタンに欺
あざむ

かれないようにするためです（Ⅱコリント 2:11） 

 

3.クリスチャン（または伝道者
でんどうしゃ

は）は二
ふた

つのキリストのかおりを放
はな

ちます（Ⅱコリント 2:12～17） 

 

 

か  誤
あやま

った者
もの

を赦
ゆる

す 

聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 

 

  聖書
せいしょ

 

 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 

 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 
 
 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 



 

 

  こどもが しるべき コリントびとへのてがみだいに 

最高
さいこう

のかおりが～～ 

キリストのかおりを放
はな

つレムナントの準備
じゅんび

をしよう 

 

伝道者
でんどうしゃ

のために祈
いの

って、誤
あやま

った者
もの

をゆるすレムナントは、２つのキリストのかおりを 

持
も

っている人
ひと

です。Ⅱコリント２章
しょう

14～17節
せつ

に、その内容
ないよう

が詳
くわ

しく記録
き ろ く

されています。 

 

下
した

の聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

の（  ）に私
わたし

の名前
な ま え

を書
か

きましょう。そして、大
おお

きな声
こえ

で 

読
よ

んで、心
こころ

に刻
きざ

みましょう。 

 

 

 

 

14 しかし、神
かみ

に感謝
かんしゃ

します。神
かみ

はいつでも、（    ）を導
みちび

いてキリスト

による勝利
しょうり

の行列
ぎょうれつ

に加
くわ

え、至
いた

る所
ところ

で（    ）を通
とお

して、キリストを

知
し

る知識
ち し き

のかおりを放
はな

ってくださいます。 

 

 

15 （    ）は、救
すく

われる人々
ひとびと

の中
なか

でも、滅
ほろ

びる人々
ひとびと

の中
なか

でも、神
かみ

の前
まえ

に

かぐわしいキリストのかおりなのです。 

 

 

16 ある人たちにとっては、死
し

から出
で

て死
し

に至
いた

らせるかおりであり、ある人
ひと

た

ちにとっては、いのちから出
で

ていのちに至
いた

らせるかおりです。このような

務
つと

めにふさわしい者
もの

は、いったいだれでしょう。 
 
 
 

17 （    ）は、多
おお

くの人
ひと

のように、神
かみ

のことばに混
ま

ぜ物
もの

をして売
う

るよう

なことはせず、真心
まごころ

から、また神
かみ

によって、神
かみ

の御前
み ま え

でキリストにあって

語
かた

るのです。 

 
 

大
おお

きな声
こえ

で読
よ

んだみことばを思
おも

い出
だ

して、キリストのかおりを持
も

っている私
わたし

は 

どんな表 情
ひょうじょう

をしているのか、鏡
かがみ

を見
み

て、描
か

いてみましょう。 
 

1課
か

 

適用
てきよう

 



 

 

 

  

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱコリント 4:1～15 私
わたし

たちは、この 宝
たから

を、土
つち

の器
うつわ

の中
なか

に入
い

れているのです。それは、この測
はか

り知
し

れ

ない 力
ちから

が神
かみ

のものであって、 私
わたし

たちから出
で

たものでないことが明
あき

らかにされるためです。 私
わたし

たちは、

四方
し ほ う

八方
はっぽう

から苦
くる

しめられますが、 窮
きゅう

することはありません。途方
と ほ う

にくれていますが、行
い

きづまることはあ

りません。迫害
はくがい

されていますが、見捨
み す

てられることはありません。倒
たお

されますが、滅
ほろ

びません。いつでもイ

エスの死
し

をこの身
み

に帯
お

びていますが、それは、イエスのいのちが 私
わたし

たちの身
み

において明
あき

らかに示
しめ

されるた

めです。 私
わたし

たち生
い

きている者
もの

は、イエスのために絶
た

えず死
し

に渡
わた

されていますが、それは、イエスのいのち

が私
わたし

たちの死
し

ぬべき肉体
にくたい

において明
あき

らかに示
しめ

されるためなのです。こうして、死
し

は私
わたし

たちのうちに 働
はたら

き、いのちはあなたがたのうちに 働
はたら

くのです。（7～12） 

 

1. 私
わたし

たちは落胆
らくたん

する必要
ひつよう

がありません（Ⅱコリント 4:1） 

1）悪巧
わるだく

みに歩
あゆ

まないためです（Ⅱコリント 4:2） 

2）神様
かみさま

のみことばを曲
ま

げないためです（Ⅱコリント 4:2） 

3）福音
ふくいん

におおいが掛
か

かって滅
ほろ

びる人々
ひとびと

がいます（Ⅱコリント 4:3） 

4）この世
よ

の神
かみ

の戦略
せんりゃく

があります（Ⅱコリント 4:4） - 不信者
ふしんじゃ

の思
おも

いをくらませます 

5）私
わたし

たちが信
しん

じて伝
つた

えることは、主
しゅ

なるキリスト・イエスと、私
わたし

たちがイエスのため

に、しもべであるということです（Ⅱコリント 4:5） 

 

2. 私
わたし

たちは、宝
たから

を土
つち

の器
うつわ

に入
い

れています（Ⅱコリント 4:7） 

1）四方
し ほ う

八方
はっぽう

から苦
くる

しめられますが、窮
きゅう

することはありません（Ⅱコリント 4:8） 

2）迫害
はくがい

されていますが、見捨
み す

てられることはありません（Ⅱコリント 4:9） 

3）私
わたし

たちは弱
よわ

いですが、力
ちから

は神様
かみさま

が与
あた

えられます（Ⅱコリント 4:7） 

 

3. 私
わたし

たちの外
そと

なる人
ひと

は衰
おとろ

えても、内
うち

なる人
ひと

は日々
ひ び

新
あら

たにされています（Ⅱコリント 4:16） 

1）今
いま

の軽
かる

い患
かん

難
なん

は重
おも

い永遠
えいえん

の栄光
えいこう

をもたらします（Ⅱコリント 4:17） 

2）見
み

えるものは一時的
いちじてき

であり、見
み

えないものはいつまでも続
つづ

きます（Ⅱコリント 4:18） 

か  

土
つち

の器
うつわ

に入
はい

った宝
たから

 

聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 

 

  聖書
せいしょ

 

 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 

 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 
 
 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 

こどもが しるべき コリントびとへのてがみだいに 



 

 

  

最高
さいこう

の宝
たから

であるキリスト 

キリストを入
い

れている土
つち

の器
うつわ

の私
わたし

 

 

私
わたし

はどんな器
うつわ

を持
も

っていますか。 

心
こころ

の器
うつわ

でも良
よ

くて、考
かんが

えの器
うつわ

でも良
よ

いです。 

私
わたし

が持
も

っている器
うつわ

を描
か

いてみて、その器
うつわ

の中
なか

に、なにが残
のこ

っているかを、いろいろ 

表現
ひょうげん

しましょう。 
 

私
わたし

が持
も

っている器
うつわ

には、最高
さいこう

の宝
たから

であるキリストが入
はい

っています。 

その事実
じ じ つ

を忘
わす

れていたなら、下
した

のみことばをなぞって書
か

いて 

私
わたし

の器
うつわ

に入
はい

っているキリストによって、できることを心
こころ

に刻
きざ

みましょう。 

 

 

 

 

 

 

1．証拠
しょうこ

（Ⅱコリント４:７のみことば） 
 

7 私
わたし

たちは、この宝
たから

を、土
つち

の器
うつわ

の中
なか

に入
い

れているのです。 

それは、この測
はか

り知
し

れない力
ちから

が神
かみ

のものであって、私
わたし

たちから 

出
で

たものでないことが明
あき

らかにされるためです。 

 

 

2．結果
け っ か

（Ⅱコリント４:８～９のみことば） 
 

8 私
わたし

たちは、四方
し ほ う

八方
はっぽう

から苦
くる

しめられますが、窮
きゅう

することはありません。

途方
と ほ う

にくれていますが、行
い

きづまることはありません。 

9 迫害
はくがい

されていますが、見捨
み す

てられることはありません。倒
たお

されますが、 

滅
ほろ

びません。 

 

２課
か

 

適用
てきよう

 

こどもが しるべき コリントびとへのてがみだいに 



 

 

  

 

 
       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱコリント 9:6～15 私
わたし

はこう 考
かんが

えます。少
すこ

しだけ蒔
ま

く者
もの

は、少
すこ

しだけ刈
か

り取
と

り、豊
ゆた

かに蒔
ま

く者
もの

は、豊
ゆた

かに

刈
か

り取
と

ります。ひとりひとり、いやいやながらでなく、強
し

いられてでもなく、 心
こころ

で決
き

めたとおりにしなさい。神
かみ

は喜
よろこ

んで与
あた

える人
ひと

を愛
あい

してくださいます。神
かみ

は、あなたがたを、常
つね

にすべてのことに満
み

ち足
た

りて、すべての良
よ

い

わざにあふれる者
もの

とするために、あらゆる恵
めぐ

みをあふれるばかり与
あた

えることのできる方
かた

です。「この人
ひと

は散
ち

らし

て、貧
まず

しい人々
ひとびと

に与
あた

えた。その義
ぎ

は永遠
えいえん

にとどまる。」と書
か

いてあるとおりです。蒔
ま

く人
ひと

に種
たね

と食
た

べるパンを備
そな

え

てくださる方
かた

は、あなたがたにも蒔
ま

く種
たね

を備
そな

え、それをふやし、あなたがたの義
ぎ

の実
み

を増
ま

し加
くわ

えてくださいます。

あなたがたは、あらゆる点
てん

で豊
ゆた

かになって、惜
お

しみなく与
あた

えるようになり、それが 私
わたし

たちを通
とお

して、神
かみ

への感謝
かんしゃ

を生
う

み出
だ

すのです。なぜなら、この奉仕
ほ う し

のわざは、聖徒
せ い と

たちの必要
ひつよう

を十分
じゅうぶん

に満
み

たすばかりでなく、神
かみ

への多
おお

くの

感謝
かんしゃ

を通
とお

して、満
み

ちあふれるようになるからです。（6～12） 

 

1. Remnant は子
こ

どもの頃
ころ

からの献金
けんきん

について勉強
べんきょう

しなければなりません（Ⅱコリント 9:1～5） 

 

2. 蒔
ま

いた分
ぶん

だけ刈
か

り取
と

ります（刻印
こくいん

、根
ね

、体質
たいしつ

） 

1）少
すこ

しだけ蒔
ま

く者
もの

は、少
すこ

しだけ刈
か

り取
と

り、豊
ゆた

かに蒔
ま

く者
もの

は、豊
ゆた

かに刈
か

り取
と

ります（Ⅱコリント9:6） 

2）蒔
ま

く人
ひと

に種
たね

と食
た

べるパンを備
そな

えてくださる方
かた

は、蒔
ま

く種
たね

を備
そな

え、それをふやし、 

義
ぎ

の実
み

を増
ま

し加
くわ

えてくださいます（Ⅱコリント 9:10） 

3）神様
かみさま

をあがめ、福音
ふくいん

のために蒔
ま

くべきです（Ⅱコリント 9:13） 

 

3.信徒
し ん と

たちを慕
した

うようになります 

1）神様
かみさま

が与
あた

えられた絶大
ぜつだい

な恵
めぐ

みのゆえに、信徒
し ん と

たちを慕
した

うようになります（Ⅱコリント 9:14） 

2）ことばに表
あら

わせないほどの賜物
たまもの

のゆえに、神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

できます（Ⅱコリント 9:15） 

 

 

か  
蒔
ま

いた分
ぶん

だけ刈
か

り取
と

る 

聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 
聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 

 

  聖書
せいしょ

 

 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 

 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 
 
 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 

こどもが しるべき コリントびとへのてがみだいに 



 

 

 

 
  

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱコリント 12:6 たとい私
わたし

が誇
ほこ

りたいと思
おも

ったとしても、愚
おろ

か者
もの

にはなりません。真実
しんじつ

のことを話
はな

すのだ

からです。しかし、誇
ほこ

ることは控
ひか

えましょう。 私
わたし

について見
み

ること、 私
わたし

から聞
き

くこと以上
いじょう

に、人
ひと

が私
わたし

を

過大
か だ い

に評価
ひょうか

するといけないからです。 
 

1.福音
ふくいん

を誇
ほこ

りました（Ⅱコリント 11:1～15） 

1）蛇
へび

の悪巧
わるだく

みに注意
ちゅうい

するように言
い

いました（Ⅱコリント 11:3） 

2）異
こと

なった霊
れい

、異
こと

なった福音
ふくいん

を注意
ちゅうい

するように言
い

いました（Ⅱコリント 11:4） 

3）光
ひかり

の御使
み つ か

いに注意
ちゅうい

するように言
い

いました（Ⅱコリント 11:14） 

 

2.苦難
く な ん

を受
う

けたことを誇
ほこ

りました（Ⅱコリント 11:16～33） 

1）牢
ろう

に入
い

れられたこともありました（Ⅱコリント 11:23） 

2）多
おお

くのむちを受
う

け、何度
な ん ど

も死
し

にそうにもなりました（Ⅱコリント 11:24） 

3）三 十 九
さんじゅうきゅう

のむちを受
う

けたことが五度
ご ど

もありました（Ⅱコリント 11:24） 

4）むちで打
う

たれたことが三度
さ ん ど

、石
いし

で打
う

たれたことが一度
い ち ど

、難船
なんせん

したことが三度
さ ん ど

ありました 
（Ⅱコリント 11:24～25） 

5）川
かわ

、盗賊
とうぞく

、異邦人
いほうじん

、海上
かいじょう

の難
なん

に会
あ

いました（Ⅱコリント 11:26） 

 

3.弱
よわ

いことを誇
ほこ

りました。 

1）主
しゅ

の 幻
まぼろし

と啓示
け い じ

を受
う

けました（Ⅱコリント 12:1～3） 

2）パラダイスで表現
ひょうげん

できない恵
めぐ

みを体験
たいけん

しました（Ⅱコリント 12:4～8） 

- 高
たか

ぶることのないように、肉体
にくたい

に一
ひと

つのとげを与
あた

えられました（Ⅱコリント 12:7） 

3）弱
よわ

いことを誇
ほこ

りました（Ⅱコリント 12:9） 

- キリストの力
ちから

が自分
じ ぶ ん

をおおうためです 

か  
 パウロの誇

ほこ

り 
聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 
聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 

 

  聖書
せいしょ

 

 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 

 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 
 
 
 
 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 

こどもが しるべき コリントびとへのてがみだいに 


